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　諏訪の地域調査は，地理学者にとって「ためらい」もしくは「躊躇」の地である。というのは，諏訪

中学の教師三澤勝衛が，そこをフィールドにして殆どの地理的現象を解明してしまったからである。

　私が『風土産業』で知られた三澤勝衛先生の業績に関心を持つようになったのは，藤森栄一の『信州

教育の墓標―三澤勝衛の教育と生涯』（学生社，１９７３）を読んだ頃かも知れない。同氏の『縄文の世界』や

『縄文農耕』などを読んでいたからである。また，三澤勝衛の論文を最初に読んだのは「諏訪製糸業の地

理的意義」（地理学評論，２，８１３�８３４，９２５�９５１）である。ブナ帯の研究を始めた頃で，市川健夫先生か

ら八ヶ岳山麓の別荘地や野菜栽培とともに「尖石遺跡」や「萩倉」を案内して頂いた。さらに，三澤先

生の幻の名著『渋崎図集』で有名な渋崎や『三澤勝衛文庫』まで同僚とともに案内して頂いたことが契

機になったと思われる。その三澤先生の研究は製糸業の現状把握にはじまり，時代を遡って諏訪製糸業

の勃興，立地変化や江戸時代の綿打ち稼業や篠巻きにまで及ぶ立論が素晴らしく，大いに感激させられ

たとともに頭を打たれた感じがした。

　三澤勝衛先生の教え子の矢沢大二先生や諏訪彰先生が，当時私が勤めていたお茶の水女子大学に非常

勤講師で来られた際，三澤勝衛先生の話や諏訪の話を伺う機会があった。三澤先生が顧問であった理科

クラブの部長であった諏訪彰先生は，三澤先生の素晴らしさを強調し，矢沢先生からは小さな神社まで

御柱を立てる風習があることなどを教えて頂いた。また，三澤先生以後，製糸業から精密機械工業に変

わった諏訪を取り上げた地理学者に板倉勝高や山本健兒がいるが，三澤先生の域には達していないよう

に思われる。

　筑波大学に移り，何年かして教育修士を担当した時に，「三澤勝衛を読む」というテーマで演習・授業

を行ったことが，私自身三澤勝衛先生の業績をより広く知る機会となった。その際，『郷土地理の観方―

地域性とその認識―』（古今書院，１９３１）は東京教育大学の助手時代から持っていたが，『風土産業』が『新

地理教育論』（古今書院，１９３７）の第３章部分であることを再認識させられた。この間，奥野先生を中心

とする大学院の松本巡検の際，教官仲間で『三澤勝衛文庫』を訪れたりした。今回の諏訪巡検に当たり，

改めて『三澤勝衛文庫』を訪れ，お世話になった。貴重な明治時代の製糸工場分布図などをみることが

できたことは，院生にとっても，教官にとっても三澤先生の偉大さを知る機会になった。

　この諏訪巡検は２年次に渡って行われた。成蹊大学に栄転された小田宏信先生が手配してくれた「諏訪

レイクサイドホテル」は快適で，様々な便宜を図って頂いた。本報告書の内容は大学院の１年生と教員から

なる，下諏訪と岡谷の地域研究を主題に，大学院の２・３年生の成果をとりまとめたものである。しかし，

２年度に渡って巡検に参加し，地域研究の手本となって活躍した４・５年生の成果が，他の学術誌に投稿す

るということで掲載されていない。しかしながら，巡検で手がけた研究を投稿論文にし，学位論文にまで

高めることができれば，それは本望であり，最高の成果といえよう。個人の業績を尊重することが，高野

史男・奥野隆史・佐々木博の諸先生が培われた地誌学巡検の伝統であり，特徴であったように思う。

　本地域調査に際し，諏訪の人々には大いにお世話になった。諏訪市役所をはじめ，岡谷市役所，茅野市

役所，下諏訪町役場の方々，また，各市町の図書館にも便宜を図って頂いた。個々の大学院生もホテルや

旅館，醸造業者，寒天製造業者をはじめ多くの農家や現地の方々の協力を得た。さらに，製糸業者や精密

機械製造業者，下諏訪倉庫や下諏訪宿の方々，商店街の方々にも大変な協力を得た。この地域の人々の協

力なしには，本報告書は出来上がらなかったであろう。この場をかりて深く感謝する次第である。
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